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及ぼす影響 (フィール ド試験)
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Summary:Inthepresentstudy,double-reversalfeedingexperiments(fieldexperiments)withmilking

dairycattle(Holstein)Wereconductedtwotimestoexaminetheeffectoffeedingthedriedcakeof

shochudistiller'sby-products(SDB)onthemilkyield,milkquality,milktasteandnavor,andthefol-

lowingresultswereobtained:1)Nosignificantdifferenceinfeedintakewasobservedbetweenthecontrol

groupandthetestgroupfedwiththedriedcakeofSDB.2)FeedingthedriedcakeofSDBtendedto

increasemilkyieldtosomeextent,buttherewasnodifferenceinmilkqualitybetweenthetwogroups.

3)FeedingthedriedcakeofSDBtothemilkingcowsgavenoinnuenceonthearomacomponentsin

themilk.4)organolepticevaluationofthemilktendedtoshowthatfeedingthedriedcakeofSDBto

themilkingcowsgavenoinnuenceonthetasteandnavorofthemilk.

前報 (中尾他2002a;中尾他2002b)に記した することにより,環境の浄化に寄与し,さらに,

ように,筆者らは,焼酎生産地帯である南九州で 低価格で,しかも安全で機能性のある飼料を開発

排出される焼酎粕を家畜の飼料原料として再利用 することを目標にして,これまで牛による基礎的

責任著者 :小野寺良次

〒889-2192 宮崎市学園木花台西1-1
宮崎大学農学部動物生産科学講座

Correspondingauthor.IRyojiOnodera
DivisonofAnimalProductionScience

FacultyofAgriculture,MiyazakiUniversity
Miyazaki889-2192,Japan



32 中尾 信雄 他

および予備的試験 (小野寺1997a;小野寺1997b;

川村他1998;小野寺他1998a;小野寺他1998b;小

野寺他2000)ならびに豚による飼養試験およびフィー

ル ド試験 (中尾他2001a;中尾他2001b;中尾他

2001C)を行ってきた.

筆者らは,当初から,焼酎粕が泌乳牛の産乳量,

乳質,牛乳の味や匂い (香気成分)などに及ぼす

影響を検討する予定であった.特に,焼酎粕には

臭いがあるので,牛乳の香気成分に対する影響を

克明に検討することは,重要と考えていた.しか

し,そのような心配があるだけに,逆にこの試験

に対しては,どの牛乳生産業者も慎重で,容易に

は協力を得ることができず,困っていた.そのよ

うな中で,たまたま,焼酎粕の飼料化に関心を抱

いていた種子島実業高校が乳牛による試験に協力

してくれることになった.本稿では,その結果に

ついて記す.なお,本試験は,焼酎粕乾燥脱水ケー
キを用いて実施した.

表 1.供試牛の履歴 (試験 1)

材料および方法

1.供試牛

本試験は,鹿児島県立種子島実業高等学校 (鹿

児島県西之表市)の協力により,2回実施した.

試験1の供試牛は,種子島実業高校の泌乳最盛

期を過ぎたホルスタイン種,初産4頭,2産4頭

の合計8頭を用いた.それらの供試牛の履歴の概

要を表1に示した.年齢は,3-4歳である.

また,試験2の供試牛は,同じく種子島実業高

校の泌乳最盛期を過ぎたホルスタイン種,初産4

演,2産3頭の合計7頭を用いた.それらの供試

牛の履歴の概要を表2に示した.年齢は,試験1

と同様3-4歳である.

2.試験期間

試験 1の試験期間は,1期を14日間として,3

期設定して,Ⅰ期とⅢ期に対照区 (乾燥脱水ケー

キ無給与区),工期に試験区 (乾燥脱水ケーキ給

与区)とする反転試験法で実施した.実施期間は

(種子島実業高校)

分娩後日数
乳牛No 生年月日 産次 最近分娩月日

1期 11 期

52 09/16/97

54 06/20/97

55 11/09/97

56 11/24/97

59 09/22/98

60 12/08/98

61 10/08/98

63 10/24/98

2 12/18/00

2 09/30/00

2 03/ll/01

2 03/25/01

1 10/21/00

1 12/16/00

1 01/04/01

1 03/31/01

1

2

2

1

1

9

8

6

2

7

1

2

6

6

4

8

7

2

7

5

6

3

2

0

6

1

5

6

0

8

6

0

8

4

8

6

8

1

2

1

2

1

1

7

6

4

0

5

9

0

4

9

7

1

0

5

9

8

9

1

2

1

1

2

1

1

表 2.供試午の履歴 (試験 2) (種子島実業高 校 )

分娩後日数
乳牛No 生年月日 産次 最近分娩月日

Ⅰ 期 Ⅱ 期

52 09/16/97

55 11/09/97

56 11/24/97

60 12/08/98

61 10/08/98

62 11/29/98

63 10/24/98

2 12/18/00

2 03/ll/01

2 03/25/01

1 12/16/00

1 01/04/01

1 03/07/01

1 03/31/01

6

3

9

8

9

7

3

2

4

2

2

0

4

2

2

1

1

2

2

1

1

3

0

6

5

6

4

0

4

6

4

4

2

6

4

2

1

1

2

2

1

1

7

4

0

9

0

8

4

6

8

7

6

5

8

6

2

1

1

2

2

1

1
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以下の通りである.

Ⅰ期 (対照区) 2001年5月22日～6月4日

工期 (試験区) 2001年6月5日～6月18日

Ⅲ期 (対照区) 2001年6月19日～7月2日

試験2の試験期間は,1期17日間として,3期

設定し,Ⅰ期とⅢ期に試験区 (乾燥脱水ケーキ給

与区),Ⅱ期に対照区 (乾燥脱水ケーキ無給与区)

とする反転試験法で実施した.なお,Ⅲ期は,9

月2日の集中豪雨 (種子島)による停電および9

月6日までの断水のため,試験期間を7日間延長

し,24日間実施した.実施期間は以下の通りであ

る.

Ⅰ期 (試験区) 2001年7月15日～7月31日

Ⅱ期 (対照区) 2001年8月1日～8月17日

Ⅲ期 (試験区) 2001年8月18日～9月10日

3.飼養管理

1)試験畜舎

試験1および試験2とも,供試牛は,種子島実

業高校キャンパス内の鉄骨スレート屋根のフリー

ストール牛舎で飼育した.なお,種子島実業高校

では,毎年5月上旬以降,1日中,大型扇風機で

牛舎内に送風することにしている.

2)給与飼料および給与方法

【試験 1】

試験 1における試験区 ･対照区の給与飼料の組

成を表3に示した.また,給与飼料の一般成分と

原物中養分量を表4に示した.なお,ここで用い

た焼酎粕乾燥脱水ケーキは,前報 (中尾他2002a)

と同様にして製造したものである.

次に,日本飼料標準 ･乳牛 (1999年版)に従い,

体重650kg,乳量33kg,乳脂率3.8%の養分要求

量を満たすようにこれらの飼料の給与量を算出し,

給与した.なお,給与飼料は,租飼料と濃厚飼料

の割合が4:6になるように設計した.

給与方法は,トウモロコシバンカーサイレージ

主体のセミコンプリートフィードとした.なお,

ルーサン乾草およびオーツ乾草は別に給与した.

また,トウモロコシサイレージは,種子島実業高

校で栽培し,調製したものである.試験区では,

焼酎粕乾燥脱水ケーキが7日目で1頭当たりの給

与量が1.5kgになるように徐々に増やした.乾燥

脱水ケーキは,セミコンプリートフィードの材料

として用い,1日量を朝夕2回に等分して,搾乳

後に給与した.また,対照区の場合も,乾燥脱水

ケーキを7日目でOkgになるように徐々に減ら

した.なお,飼料からの移行臭を考慮し,乾燥脱

水ケーキは,他の飼料や搾乳室とは別棟に保管し

表3.給与飼料の配合割合及び養分催 (試験1) (種 子 島実 業 高校)

対照区 試験区

原物量(kg) 乾物割合(%) 原物量 (kg) 乾物割 合(%)

配合飼料

コーンミックス

ビー トパルプ

綿実

皮付き圧ペン大麦

焼酎粕乾燥脱水ケーキ

コーンサイレージ

ルーサン乾草

オーツ乾草

第3リン酸カルシウム

9.13 35.6

1.88 7.2

2.50 9.6

1.88 7.6

1.25 4.9

0.00 0.0
15.00 15.3

3.00 11.7

2.00 7.5

0.14 0.6

8.63 33.3

1,63 6 .2

2.00 7,6

1.88 7.5

1.25 4.8

1,50 6,0

15.00 15.1

3.00 11.5

2.00 7A

0.14 0.6

原物量

乾物量

可消化養分総量

粗タンパク質

36.78

22,56

16.79 74.4

3.36 14.9

3

3

2

3

0

8

8

5

7

2

6

3

聖

獣乙
川日印

配合飼料中に,ヘイキューブが12%含まれる
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表4.給与飼料の一般成分と原物中養分量 (試験 1) (種子島実業高校)

配合飼料 f=fx サヲ言 ジ ル-サン乾草 オーツ乾草 芸覧讐 警

粗タンパク質

租脂肪

粗繊維

租灰分

可溶無窒素物

乾物

Ca

P

可消化粗タンパク質

可消化養分総量

NDF

ADF

16.20 7.50

3.70 3.20

9.60 3.70

5.70 2.10

52.80 70.00

88.00 13.50

0.56 0.09

0.38 0.25

14.00 6.70

71.00 78.10

23.60 12.20

13.50 5.40

2.22 12.83

0.69 1.59

6.39 30.60

1.25 6.45

12.43 36.44

77.02 12.09

0.07 0.73

0.04 0.29

1.00 9.90

15.10 50.00

13.75 45.02

7.93 35.53

6.41 21.70

1.65 2.90

27.44 11.60

6.96 3.80

45.43 51.10

12.11 8.90

0.12 0.70

0.13 0.29

3.50 13.00

47.40 60.15

52.81 52.16

31.67 39.97

た.ルーサン乾草とオーツ乾草を除くセミコンプ

リートフィードの混合 ･調製は,各期とも給与直

前に行った.セミコンプリートフィードは,搾乳

後の10時,17時の2回,ルーサン乾草とオーツ乾

草は7時,12時,17時の3回給与した.水はウオー

ターカップからの自由摂取とし,鉱塩も自由摂取

とした.

なお,搾乳は,パイプラインミルカーで,6時

と16時の2回行った.

【試験2】

試験2における試験区 ･対照区の給与飼料の組

成を表5に示した.また,給与飼料の一般成分と

原物中養分量を表6に示した.なお,ここで用い

た焼酎粕乾燥脱水ケーキは,前報 (中尾他2002a)

と同様にして製造したものである.

次に,日本飼料標準 ･乳牛 (1999年版)に従い,

体重650kg,乳量30kg,乳脂率3.6%の養分要求

量を満たすように飼料給与量を算出し,給与した.

なお,給与飼料は,租飼料と濃厚飼料は4:6に

なるように設定した.

給与方法は,イタリアンライグラスロールベー

ルサイレージ主体のセミコンプリートフィードと

した.なお,ルーサン乾草は別に給与した.また,

イタリアンライグラスサイレージは,種子島実業

高校で栽培し,調製したものである.

試験区では,焼酎柏乾燥脱水ケーキが7日目で

1頭当たりの給与量が1.0kgになるように徐々に

増やした.乾燥脱水ケーキは,セミコンプリート

フィードの材料として用いて,1日量を朝夕2回

に等分し,搾乳後に給与した.また,対照区の場

合も,乾燥脱水ケーキを7日目でOkgになるよ

うに徐々に減らした.なお,試験 1の場合と同様

に,飼料からの移行臭を考慮し,乾燥脱水ケーキ

は,他飼料や搾乳室とは別棟に保管した.ルーサ

ン乾草を除くセミコンプリートフィードの混合 ･

調製は,各期とも給与直前に行い,また,イタリ

アンライグラスサイレージは,カッターで3cm

に切断した.セミコンプリートフィードは,搾乳

後の8時30分,18時の2回,ルーサン乾草は7時,

12時,17時の3回給与した.水はウオーターカッ

プからの自由摂取とし,鉱塩も自由摂取とした.

なお,搾乳は,パイプラインミルカーで,5時

30分と17時の2回行った.

4.調査項目および方法

1)飼料摂取量

朝7時に残飼量を計量し,飼料摂取量を算出し

た.

2)牛舎内の温度および湿度

床面より1.5mの高さに設置した温湿度計によ

り,最高および最低の温湿度を7時に測定した.

3)乳量

各試験区とも夕 ･朝を1日量とし,12日目の夕

から15日目の朝まで3日間計量した.なお,計量

は分流式乳量計を用いて行った.
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表5.給与飼料の配合割合及び養分値 (試験 2) (種子島実業高校)

対照区 試験区

原物量(kg) 乾物割合(%) 原物量(kg) 乾物割合(%)

配合飼料 8.20

コーンミックス 1.60

ビートパルプ 1.60

綿実 2.00

皮付き庄ペン大麦 1.33

焼酎粕乾燥脱水ケーキ 0.00

イタリアンロールベールサイレージ 9.00

ルーサン乾草 4.50

第3リン酸カルシウム 0.10

34.5 7.93

6,6 1.33

6.6 1.33

8.8 2.00

5.6 1.33

0,0 1.00

18.3 9.00

19.0 4.50

0.5 0.10

33.1

5.5

5.5

8.7

5.6

4.3

18.1

18.8

0.5

原物量

乾物量

可消化養分総量

粗タンパク質

3

9

5

4

3

8

3

4

8

0

5

3

2

2

1

28.52

21.09

73.5 15.37 72.9

16.4 3.55 16.8

配合飼料中に,ヘイキューブが12%含まれる

表6.給与飼料の一般成分 と原物中養分量 (試験 2) (種子島実業高校 )

配合飼料 ミ㌃ ㌫ イ言霊 Vン ルーサン乾草 芸覧警 警

粗タンパク質

租脂肪

粗繊維

租灰分

可溶無窒素物

乾物

Ca

P

可消化粗タンパク質

可消化養分総量

NDF

ADF

16.20 7.50

3.70 3.20

9.60 3.70

5.70 2.10

52.80 70.00

88.00 13.50

0.56 0.09

0.38 0.25

14.00 6.70

71.00 78,10

23.60 12.20

13.50 5.40

4.16 19.85 21,70

1.24 1A8 2.90

15.01 24.17 11.60

5.87 10.23 3.80

16.22 32.46 51.10

57.50 11.81 8.90

0.23 1.01 0.70

0.13 0.33 0.29

2.50 15.50

25.50 52.10

26.08 36.47

17.14 29.10

13.00

60.15

52.16

39.97

4)乳質

乳成分は,12日目の夕から15日目の朝までの乳

量計量時に生乳を採取し,社団法人宮崎県生乳検

査協会に分析を依頼した.測定項目は,乳脂率,

無脂乳固形分率,乳蛋白質率,乳糖率,体細胞数

の5項目であり,1日分のそれぞれの値は,夕 ･

朝の分析値を加重平均して求めた.なお,FCM

(乳脂率4%の脂肪補正乳)は,次の式より算出

した.

FCM-0.4×M (乳量)+15F(乳脂量)

5)臭気成分

12日目の夕から15日目の朝までのそれぞれ3日

間の搾乳牛全体の生乳を臭気成分分析の試料とし

た.採取した牛乳は,分析に供するまで冷凍保存

(-20℃)した.臭気成分の分析は,Ottetal.

(1999)の方法により,ヘッドスペースガスクロ

マトグラフィーで行った.すなわち,牛乳および

焼酎粕 (上清)に内部標準物質を加えてこれをヘッ

ドスペースの部分に注入し,加熱により揮発性の

物質を直接カラムに導入し,分析した.ここで用

いた焼酎粕上清は焼酎を蒸留後の間もない粕を約
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3000rpmで遠心分離 した上清液である.内部標

準物質としてはアセトン,2-ブタノン,エタノー

ルを用いた.これらの化合物は,もともと牛乳中

に含まれているので,これらを牛乳に添加して,

添加しないものと比較測定する方法で定量した.

6)官能検査

(1) 供試試料

官能検査は,試験 1の牛乳についてのみ実施し

た.試験2では,夏休みに入りパネルが揃わなかっ

た.供試試料は,各期それぞれ14日目の夕および

15日目の朝の牛乳を混合したものを用いた.採取

した牛乳は,65℃,30分加熱殺菌し,検査に供す

るまで4℃で冷蔵保存した.なお,本試験全体の

対照として,同時に,市販の牛乳を供試した.檎

査に用いた牛乳の乳成分は以下の通りである.

Ⅰ期 (対照区),乳脂率3.51%,無脂乳固形分

率8.36%

Ⅱ期 (試験区),乳脂率3.47%,無脂乳固形分

率8.29%

Ⅲ期 (対照区),乳脂率3.64%,無脂乳固形分

率8.34%

市販乳 (同一メーカーの牛乳),乳脂率3.6%

以上,無脂固形分率8.3%以上

(2)検査方法

官能検査は,市販乳を対照にして,香 りと味の

2項目について,2点晴好試験法 (1999)で採点

を行った.パネルは17-18歳の高校生 (種子島実

業高校)で,Ⅰ期では76名 (男子37名,女子39名),

Ⅱ期では110名 (男子36名,女子74名),Ⅲ期では

78名 (男子39名,女子39名)であった.なお,午

乳が飲めない高校生はパネルからあらかじめ外し

て実施した.また,検査結果の統計処理に当たっ

ては,男女とも試験区 ･対照区のパネルが同一人

物となるように抽出した後に実施した.検査は,

普通の実験室内で,以下の手順により行った.3

桁の乱数でラベルしたコップに供試乳を約50ml

入れ,サンプルの配置はランダムにして,右から

左の順に検査した.2点晴好試験法は,Ⅰ期及び

Ⅲ期では市販乳と対照区乳の2点,Ⅱ期では市販

乳と試験区乳の2点で行った.採点は,香 りと味

について,1(かなり嫌い),2(嫌い),3(少

し嫌い),4 (普通),5(少し好き),6(好き),

7(かなり好き)の7段階の時好性スコア法で評

価した.

7)統計処理

官能検査以外のデータの平均値の有意差検定は

t分布検定法により行った.統計処理には,統計

解析 ソフ ト ｢統計JSTAT 6.7 (Copyright⑥,

1998)｣を用いた.

結果および考察

1.焼酎粕乾燥脱水ケーキ給与牛の飼料摂取量

本試験では,既述のように,濃厚飼料とサイレー
ジを混合したセミコンプリートフィード方式によ

り規定量を給与した.これとは別にルーサン乾草

およびオーツ乾草 (自由摂取)を給与した.試験

1および試験2において,試験区 ･対照区ともに

セミコンプリートフィードは規定量 (養分要求量)

を摂取し,各乾草の摂取量もほぼ同量で,規定量

(養分要求量)を摂取した.したがって,全体と

して,試験区 ･対照区間の乾物摂取量および養分

摂取量に差はないと考えられた.

2,試験牛舎内の温度および湿度

試験 1における牛舎内の温度と湿度を表7に示

した.試験期間が5月から7月はじめまでで,Ⅰ

期 (対照区)では,平均最低温度は19.3℃,平均

最高温度は26.3℃であった.また,平均湿度は,

58.1-84.4%であった.Ⅱ期 (試験区)では,辛

均気温はⅠ期よりも2-3℃高めとなった.平均

最低湿度は, Ⅰ期よりも15%ほど高 くなった.

平均最高湿度も,Ⅰ期よりも少し高めとなった.

Ⅲ期では,平均最低温度がⅠ期の最高温度レベル

になり,最高温度は30℃を越えた.湿度は,Ⅱ期

とそれほど違わなかった.

試験 2における牛舎内の温度と湿度は表8に示

した.試験期間が7月から9月までで,Ⅰ期 (読

験区)では,平均最低温度は25.8℃,平均最高温

度は34.2℃であった. また,平均湿度 は,

64.8-86.8%であった.Ⅱ期 (対照区)では,辛

均気温も平均湿度もⅠ期とほぼ同じであった.Ⅲ

期 (試験区)では,平均最低温度はⅠ期およびⅡ

期とほぼ同じであったが,平均最高温度は,9月

に入り30.0℃まで下がった.湿度は,Ⅰ期および

Ⅱ期とそれほど違わなかった.
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3.焼酎粕乾燥脱水ケーキ給与牛の乳tおよび乳質

本試験では,泌乳粒盛期を過ぎた乳牛を供試し

ているので,-般的に考えれば,乳量は日々に漸

次低下傾向を示すはずである しかし,試験 1

(表9)では,n糊の試廉区の乳畳は t期の対日打

区よりもやや高めであった そして,u期の対照

区の乳鬼はIl期の試験区よりも125%も低下 し

た.この卓.試族2(穀10)では.工ガJの試験区

表7 牛舎内の温度と湿度 (試験1)
(捜千島実業高校)

岬l区 蹴廉底 対脳区
1期 u耶 Ⅲ期

詣

32

71

的

21

加

E2

恥

t9

加

班

別

℃

℃

%

%

皮

庇

硬

度

I.I

=_一

_V

湖

駄

高

低

前

額

位

地

溝

均

均

均

均

平

平

平

年

喜式農期r印 2CO1年5月22ロー7JJ2F]

表8 牛舎内の温度と湿度 (就崇2)
(櫨子由実菜高校)

1LKl区 富夫紫区 対tR̀区
r剃 汀斯 uI拶】

最低71度 (℃)

や満温旺 (T:)

俄低湿度 (%)

愈P77湿度 (%)

24

30

73

鉱

25

33

貼

飴

25

糾

朗

鉱

の乱立はIl期の対照区よりも少々高めで椎移し.

[]期の試顔区では.低下せず,これも対照区より

も少々拓めで椎移 した

また.試顔l(衣9)では,乳脂肪,乳タンパ

ク質 捌 旨固形分の生産宜も.Ⅰ期 (対照区)よ

りもIl期 (試顔巨)がやや試めに推移 したにもか

かわらず,tn期 (対照区)では.それらはすべて,

10%以上{己に低下 し た.乳成分.すなわち.礼
質はほとんど変わらないので,札束の低下がその

ままこれらの各成分の生産立に響いた形となって

いる これに対して.試験2(表10)でのこれら
の成分の生産量は.あまり変わらず.Ⅲ期の試験

区でもやや高めに推移 した これらの古から.焼

酎粕乾燥脱水ケーキの給与は.乱立をやや高める

傾向があると考えられた

他方,体細胞数は.試験 】(表9)では,Ⅰ期

の対照 区が □期の試験 区の 2倍以上 の数値

(2731)を示したが.試験 2 (表ユ0)では.lu期

の試験区でも307という数値が出ているので,こ

れには.焼酎粕乾燥脱水ケ-キ給与は影響してい

ないと判断された

4 焼酎粕乾燥脱水ケーキ給与が牛乳の香気成分

に及ぼす影¥

本試験では.焼酎粗乾燥脱水ケ-キを給与 した

乳牛の試B粂(試顔1および試験2)で採取した牛

乳の香気成分に影響する臭気成分として.アセ ト

ン.エタノールおよび2一ブタノンを定立 した こ

表9 焼酎粕乾燥脱水ケ-キ給与乳牛の乱立および乳賓 (就農 1)

相和区 ‡J頼区 対HB区
l唄 Llr llP

乳量

FCM乱立

乱脈肌生産主

乳gi白質生産宜

無限Bl形介生薮宜

乳成分

3650士294 3695士205 3283士22Ll

3347士126 3J127士122 3060i:156

12579士355 1.2992j:414 1.16471:477

1,0390±507 1,0655土457 9418士498

3.0256土1612 3.0775士1572 27698±1764

rむtLlLf1

7LIILr

k相関形分率

体細胞軌

(%) 286±008 2駅)士007 289j:006

(%) 4Ll4±004 444土004 JI57土004

(%) 831j:010 835士009 846土007

(万佃/ml) 2731±1780 1300士750 770j:310

対町区はIl汎 Ll期の平則占 1均偵士掠准供蒜
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表10 偉材和事乙株脱水ケーキ給与乳牛の乳tお上げ乱平 (鉄条2)

''.Ii' Tj< '-.T

3305土199 3290士184 3296土232

3025士146 3061士136 3105土176

1.1355土458 1.1631士421 日912土570

9635土500 9888j:484 9982±667

2,7668士1615 2.7768士1501 2,7821土1994

乳成分

札所串 (%) 346j:009 356土0(泊 365±0ll

乳iK自邸

乳坊準

IJb脚形分率

LtJLbh

(%) 293土006 3Old:007 30JH:007

(%) 445土003 443土004 440j:004

(A) 838土008 845士009 84Jlj:009

(万≠/ml) 172土62 197士90 307±J88

対甲区はT札 n籾の平均俵.平均培土は坤rZ丑

黄11.枚軒柏吃操配水ケーキ給与札牛の生乳中の臭気
成分 (民族日 (4子島実薬高校)

アセトン エタノール 2_7●タノン
mgl rrLgl mgl

片町区 100土006 097土012 038士016
州 区 143士028 EOO土010 024土010
牧村れ上清rr･' 15 238 014

故地は.各区3日叩の平均yLと緑林eL農で示す
'事々 とLて境耐榊上浦液rllの分析鵬を畑徴

表12 焼酎糊乾燥脱水ケーキ給■手乳牛の生乳rPの火気
収分 (研磨2) (裸子由実薬高校)

アセトン ユタ/-ル 2ーブタノン
mg】 mgl mgl

対JH区 113士018 153士026 019士008

は 区 163±019 L37j:0)2 005士000

枚封だl上浦中▲ 15 238 014

放tは 各区3日Nの平E)+とtliIZt差で示す
●事 と々して妓材軸上清萩中の分析はを姑t

れらの物質は.焼酎粕の抽出画分についても定量

した.

その結果,表11(筑紫 1)および衣12(試験2)

に示したように,いずれの成分も.就験 1 筑紫

2ともに,試顔区 対.11Fi区r川に番知 二影響すると

考えられるほどの数値の差が惣められなかった.

焼酎粕の抽出物中には.アセ トンや2-ブタノン

はほとんど含まれていなかったが.エタノールが

桁速いに多iに含まれていた しかし,この境酎

粕を給与した牛の乳中では,ユタ/-ルは対昭区

のそれと変わらなかった 牛乳中にはこの3種の

臭気成分の他にもう一つの未知のど-クが認めら

れたが.この物矧 ま定量できなかった しかし,

ど-クの高さから判断して.この物空削二も試簾区

対照区閑の差はほとんど改められなかった

他九 焼酎粕自体からは12枚のt:.-クが検出さ

れた しかし,牛乳より検出されたビ-クは4一級

のみで.Ll健とも通常牛乳に含まれる成分であり.

焼酎粕由来の揮発成分が牛乳に移行した証拠は何

も紬られなかった.以上のように,牛乳と焼酎柏

の成分バターンは明らかに親なっており.試験区

の牛乳に対する焼酎和の影中は見られなかった

5.焼酎粕乾燥脱水ケーキ冶与牛の乳の官能頼査

‡喜果

方法の項に記したように.官能検査は.市販孔

を比較のための乳とし.17-18歳の高校生 (種子

由実菜高校)杏/(ネルとして 香りと味の2J罰El

について 2百時肝性スコア法で探JJlを行った

つまり,対RE区の乳の官能検査の棚倉は,市販乳

と対照区の乳 (対照孔)の2つのコップを3桁の

乱数でラベルしてパネルの前に置き.試飲しても

らってどちらの香りや味が好きかを問うものであっ

た.また.試験圧の孔の検証の似合は 市販乳と

駅願区の乳 (試廉孔)の2つのコyプをおいて,

同様に問うものである その結果.衣13に示した
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表13.焼酎粕乾燥脱水ケーキ給与乳牛の乳の官能検査結果 (試級l)a) (種子島実業高校)

過当牛乳 香 りb' 香 りの判定数C'

飲用日数 市販乳 対照乳 試験乳 市販乳 対照乳 試験乳

対照区 2.9 4.0±1.4 4.2±1,1 33 40

試験区 2.9 4.1±1.7 4.2±1.2 37 36

味b) 味の判定数C)

市販乳 対照乳 試験乳 市販乳 対照乳 試験乳

対照区 4.5±1.5 4.5±1.3 36 37

試験区 4.5±1.6 4.3士1,3 44 29

･l)全パネルのうち,両区とも同一人物となるようにパネルを抽出し,男子35名,女子38名,合計73名につ
いて統計処理をした.

市販乳は同一メーカーの牛乳で,乳脂率3.6%以上,無脂乳固形分率8.30/o以上と表示されていた.
対照区はⅢ期の乳で,対照乳 (最終日の乳)と称し,乳脂率3.64%,無脂固形分率8.34%であった.
試験区はⅡ期の乳で,試験乳 (最終日の乳)と称し,乳脂率3.47%,無脂固形分率8.29%であった.
b)香 りと味の晴好性スコアは,1(かなり嫌い)
平均値±標準誤差

C)判定数は好きな方を選んだ人の数

ように,香りの晴好性スコアは対照乳も試験乳も

4.2で市販乳よりも少し高かった.そして,香 り

の判定数では,対照乳は市販乳よりも高く,試験

乳は市販乳とほぼ同数であった.このように,香

りについては,焼酎粕乾燥脱水ケーキ給与乳牛の

乳でも普通と違わないと考えられた.

味の時好性スコアは,対照乳では市販乳と同じ

であったが,試験乳は市販乳より少し低めであっ

た.しかし,同じ4レベルであった.味の判定数

は,対照乳は37人で市販乳の36人ほぼと同じであっ

たが,試験乳は29人で,市販乳の44人に比べてか

なり低かった.この点は,この日の試験乳の乳脂

率がやや低めであったことが,多少影響している

かもしれないが,逆に,29人は試験乳が好きだと

言っているので,好みの差と見て良いと思われる.

統計的には,各区の判定数間に有意差はなかった.

以上の結果から,焼酎粕乾燥脱水ケーキを乳牛

に給与しても,乳の香りや味には影響を与えない

と結論できる.

要 約

本研究では,焼酎粕乾燥脱水ケーキを乳牛に給

与した場合の乳量,乳質,乳の香気成分や風味に

及ぼす影響を検討する目的でフィールド試験を2

回実施し,以下の結果を得た.1)焼酎柏乾燥脱

水ケーキを給与しても,飼料摂取量には影響が見

られなかった.2)乾燥脱水ケーキを給与すると,

乳量が少し増加する傾向が見られた.しかし,乳

-7(かなり好き)の7段階で,数億は,

質には顕著な差は見られなかった.3)乾燥脱水

ケーキを給与しても,乳の香気成分は影響を受け

なかった.4)乾燥脱水ケーキを給与した乳牛の

乳の官能検査の結果,乾燥脱水ケーキが乳の香り

や味には影響を与えないと考えられた.

キーワード:焼酎粕乾燥脱水ケーキ,乳牛,乳

量,乳質,風味
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